
かのように分布しているため、これらは、一
連の施設であったと考えられる。同地点とそ
の周辺は、葛飾郡を統括する葛飾郡

ぐう
家
け

に関連
する諸施設の所在が想定されており、今回検
出された遺構群についても下総国府もしくは
葛飾郡家に関連する施設である可能性がある。
　昨今では、市川市教育委員会によっても下
総国庁推定地である市川市スポーツセンター
野球場とその周辺の調査が進められている。
国府台遺跡の今後の調査成果に注目である。

　７世紀後半から８世紀初頭にかけての日本
列島では、中国を規範として、律令という法
体系にもとづく中央集権国家の建設が目指さ
れた。それに伴い、地方行政制度の整備も進
められ、各地に国−郡−里（郷）が置かれる
こととなった。現在の千葉県は、およそ当時
の下総国・上総国・安房国にあたり、各国に
は政府の出先機関である国

こく
府
ふ

が置かれた。こ
のうち下総国府の所在地が、現在の市川市 

（当時の下総国葛飾郡）にあたると考えられ
ている。
　国府台遺跡は市川市国府台に位置する。こ
の地域は「国府台」という地名の示す通り、
下総国府の中枢施設である国庁や関連する諸
施設の所在が想定され、過去の発掘調査でも、
古代の役所群が立地していたことを想起させ
るような遺構・遺物が見つかってきた。
　県教育庁教育振興部文化財課では平成28年
度～令和４年度にかけて、県営住宅の建て替
え工事に伴い、遺跡南端部地点での発掘調査
を実施してきた。その結果、平成28・29年度
の調査では古代の道路跡が、令和２～４年度
の調査では主軸方位を揃えた掘立柱建物群、
建物地下を掘り込み土質の異なる土を交互に
つき固めて埋め戻す地盤改良（版

はん
築
ちく

工法）を
行った建物跡（写真１）、南北に延びる大型
の溝状遺構（写真２）などが検出された。こ
のうち掘立柱建物群と大溝は主軸方位が揃い、
また、建物群が大溝に東側で区画されている
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写真１　版築遺構

写真２　大型溝状遺構
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